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概要 

試作した「トイレ排泄生理現象データセンサ」（通称：MAMEKE）を医療施設に複数セット導入・設置し、被験者での評

価を実施した。また「MAMEKE」の精度検証および運用面での評価を実施した。さらにクラウドシステムの検証・強化

として、試作したローカルシステムの運用・改善点を整理・検討した。これらの研究は「健やかな少子高齢化社会」を目

指し、排泄生理現象データを利用した社会インフラの検証に貢献すると考えられる。 
 
１．まえがき 
歩数、血圧、脈拍や体温などの生理量は日常生活内で測定

され、ビッグデータとして疾病の早期発見・早期治療や疾

病予防に利用されている。栄養摂取に関しても壮年期世代

から前期高齢者で高い関心が持たれている。ところが摂食

に伴う生理現象である排泄に関しては、データ収集・解析

が極めて遅れている。これは測定対象が排泄物であること

が原因と考えられる。我々は、健康管理に重要であるにも

かかわらず、これまでデータ収集・解析に注力されてこな

かった排泄に注目し、日常生活内での排泄データを自動収

集・ビッグデータ化し、他の生理情報と共に解析すること

で、疾病の早期発見・早期治療や疾病予防に貢献すること

を目的とした。 
 

２．研究開発内容及び成果 
クラウドネットワーク上に排泄データが自動収集される

システムを構築し、健常者および患者から排泄データを収

集した（図 1）。これらの研究成果は、国内外で研究発表

37 件、査読付き論文 7 編として報告され、また 7 件を受

賞した。これに加えて 1 件の特許申請を行った。これらに

伴い、新聞に 4 件掲載、テレビで 2 件発表された。 
研究開発内容の詳細を以下に述べる。 

1）「MAMEKE」本体の測定精度の向上 
「MAMEKE」を富山大学附属病院に 3 セット、工学部に

1 セットの合計で 4 セットを設置・運用し、被験者測定を

行った。また基礎実験により「MAMEKE」の測定精度向

上を行った。 
（Ⅰa）「MAMEKE」の実証および試作機の製作 
実運用環境（医療・介護施設および一般家庭）において排

泄量の測定精度を 90％以上に向上させ、簡便な設置およ

び簡便な保守（清掃・洗浄）ができることを目指した。そ

の結果、医療機器との比較において 80％程度の測定精度

を得た。また、病院での運用においても電波干渉など無し

に、安定したデータ収集が行えることを実証した。 

（Ⅰb）「MAMEKE」でのデータ利用 
収集された排泄生理現象データが、医療従事者による医療

行為への利用可能性について検討を行った。実運用環境に

おいて、個人認証の対応・データ検索などが利用できるこ

との確認を達成目標とした。その結果、医療行為に利用で

きる対象が泌尿器科分野だけでなく循環器系分野にもあ

ることを見いだした。また、個人認証においては病院の場

合、患者タグの利用が有望であるとの知見を得た。 
（Ⅰc）個人認証技術の研究 
実運用環境のトイレにおいて、個人認証精度が 95％以上

となることを目標とした。歩行時の床振動からの個人認証

以外に、簡易心電図センサを便座に取り付け、心電図によ

る個人認証を行った。前者では 93％を、また後者では一

定の条件下で 100％の認証精度を得た。 
2）「公衆医学管理データベース（DB）」の充実 
（Ⅱa）「公衆衛生管理ＤＢ」の横断的・縦断的活用 
医療施設で患者の排泄データの収集・分析し、本人内での

縦断的活用や、患者集団の傾向分析についての実施を目的

とした。ただし、十分な被験者数が集まらなかったため、

 
図 1 排泄データが自動収集されるシステム 
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本事業終了後も自主的に排泄データを収集し、排泄状況と

疾病との関係を検討する。 
（Ⅱb）介護・看護での活用 
排泄終了を検出し、立ち上がり前に介助者に排泄終了を報

知することにより、患者などの転倒予防に活用できるかに

ついて実証研究を行った。その結果、「MAMEKE」本体へ

の着座・離座、排泄終了や洗浄水を流すことなどを検出で

きることを見いだした。また、排泄記録は介護・看護プラ

ンの立案・改善活動や熱中症対策などに利用可能かについ

て検討し、有効であるとの知見を得た。 
（Ⅱc）一般家庭での活用 
前述の「（Ⅱb）介護・看護での活用」に加え、医療機関を

受診している外来患者の自宅の家庭トイレにおける実証

研究を目的とし、一般家庭（被験者：健常男性）で

「MAMEKE」の評価を試みた。その結果、安定してデー

タ収集が可能であった。ただし、各種の既設便器に対して

は形状が異なるので、センサ部設置に配慮が必要であると

の知見を得た。 
3）クラウドシステムの検証・強化 
（Ⅲa）クラウドシステムの利用方法の研究 
「MAMEKE」本体とネットワーク機器を短時間で容易に

設置できるかについて検討した。本体およびネットワーク

全ての設置・設定を 30 分以内に完了させることが可能で

あったが、さらなる短時間化が必要であると考えられた。 
（Ⅲb）ローカルシステムの改善（個人認証・データ連携） 
医療施設で患者の個人認証が行えるかを評価した。医療施

設での個人認証・マッチング（床センサまたは心電図）に

おいて、認識精度 95％以上を目標とした。その結果、前

述のように便座センサからの心電図においては、一定の条

件下では 100％の認識精度を得ることに成功した。 
（Ⅲc）ローカルシステムの改善（介護・看護連携） 
介護・看護施設における排泄終了の情報が、患者などの転

倒予防に連携するシステムについて評価を行い、改善策を

検討した。排泄時の見守り機器としての活用の可能性を見

いだした。 
（Ⅲd）ローカルシステムの医療施設での利用 
「トイレ排泄生理現象データ」の活用が、医療・介護・未

病分野での診断・健康管理などに有用であること実証し、

タブレットなどの携帯端末を利用した運用を確立させる

ことを目標とした。その結果、タブレットなどの画面を医

療や介護などの各現場が求める情報のみに単純化させる

ことが重要であるとの結論に至った。 
4）事業化検証と事業用プロトタイプ検証 
（Ⅳa）事業モデル検討 
「MAMEKE」の製品化のためには、どのような企業間の

組み合わせが可能であるかについて共同研究企業と検討

した。これまでにない製品となるため、他の機器との組み

合わせも含め、さらなる検討が必要であった。事業終了後

も継続して検討を行う。 
（Ⅳb）「事業プロトタイプ検証」 
「MAMEKE」全体に限らず「MAMEKE」本体部分だけ

でも試験的に事業化できるかどうかについて検討を行い、

Ｈ30 年度中の試験販売を目指した。全国ネットワークの

テレビ番組での「MAMEKE」の紹介（報道掲載[3]）を始

め、多数の企業との研究打合せおよび連携の可能性を試み

たが、試験販売にまでは至らなかった。事業終了後も継続

して検討を行う。 

 
３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取組 

前述のように、研究開発中から今後の展開および波及効果

創出について検討を行った。「MAMEKE」本体部分に関し

ては測定精度を向上させるため、医療用ウロフロメータと

同等の測定誤差 10%以下を目指して、新たに獲得した

JSPS 科研費 (JP19141662)の助成により研究を継続する。

また、「MAMEKE」全体としては、排泄データを自動収

集・ビッグデータ化し、クラウドシステムを強化する検討

を研究分担者らと共に継続する。そして、早期にトイレ排

泄生理現象データを活用したクラウド健康ネットワーク

システムの上市を目指す。 
 

４．むすび 
本研究では、日常生活内での排泄データを自動収集・ビッ

グデータ化することを目的とし、排泄物を非接触に測定・

自動収集、要望に応じて提示できるシステムを開発し、実

証研究を行った。 
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